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年末大掃除
ケアハウスささゆり

昨年12月14日（木）、午後から高齢者施設をつくる会役

員の11名とボランテイアさん２名で、玄関、中庭の植木の

剪定と地域交流ホールのガラス拭きの作業を行いました。

２年ぶりの剪定でしたので生い茂った木々は、大胆に切

り落とされてとてもすっきりときれいになりました。

手前フェンスの内側の植木（柏）など＝12月14日、ささゆり

特養あんきの家
昨年12月20日（火）、

午後から高齢者施設

をつくる会役員とボ

ランテイアさん２名

の参加でガラス拭き

作業を行いました。

今年の作業は、暖

かいおだやかな日で

したので一汗かきな

がらの作業でした。

みんななごやかな雰

囲気のうちに終えることが出来ました。参加されたみなさ

ん、お疲れ様でした。

みどり福祉会

高齢者施設をつくる会

の行事予定
特養あんきの家増築内覧会

２月24日（金）午前10時～午後４時

２月25日（土）午前９時30分～

午後３時
※みなさんのご来場をお待ちしています。

２月 新入居者訪問

３月 増築部開所（３月１日）

４月 「あんきの風」発行

定期総会の案内発送

５月（予定）みどり福祉会10周年・
特養増築を祝う会

６月（下旬）高齢者施設をつくる
会総会（日時未定）

（この間に行事があればその都度お知らせします。）

第８回 岐阜民医連介護交流集会
日日日日時時時時 ２２２２月月月月11119999日日日日（（（（日日日日））））午午午午前前前前11110000時時時時～～～～午午午午後後後後11112222時時時時33330000分分分分

会会会会場場場場 西西西西濃濃濃濃医医医医療療療療生生生生協協協協「「「「介介介介護護護護セセセセンンンンタタタターーーーししししずずずずささささとととと」」」」

記記記記念念念念講講講講演演演演「「「「全全全全国国国国支支支支援援援援でででで行行行行ええええたたたた福福福福祉祉祉祉避避避避難難難難所所所所をををを中中中中心心心心
ととととすすすするるるる支支支支援援援援活活活活動動動動かかかからららら学学学学んんんんだだだだこここことととと」」」」

講講講講師師師師 小小小小野野野野ととととももももみみみみ氏氏氏氏（宮城の里施設長）

震震震震災災災災援援援援助助助助活活活活動動動動のののの報報報報告告告告 岩岩岩岩原原原原田田田田鶴鶴鶴鶴子子子子氏氏氏氏
（介護相談センターすこやか課長）

学学学学習習習習講講講講演演演演「「「「地地地地域域域域包包包包括括括括ケケケケアアアアとととと介介介介護護護護報報報報酬酬酬酬改改改改
定定定定ににににつつつついいいいてててて」」」」 高高高高田田田田一一一一朗朗朗朗氏氏氏氏

（岐阜民医連事務局長）

中庭（吹抜け）のガラス拭き＝12月20日
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事務局「特養あんきの家」内 TEL 058-259-3577

（題字は、河野元巳さん）
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【写真】２階東側居室窓とベランダ（左）、
１階特養居室（中央）、２階共用スペースと

居室入口（右）、＝１月26日、撮影

厚生労働省は２月25日、介護事業所に支払う介護

報酬の2012年度改定案を社会保障審議会（厚労相の

諮問機関）が小宮山厚労相に答申した介護報酬改正

案「施設から在宅へ」の基本方向に基いて、特養な

どの施設介護への基本的な報酬を引き下げました。

同時に、在宅の人へのサービス生活援助の提供時

間を３割程度削減するなど、また、要支援の人への

介護報酬も減らします。

「医療から介護へ」をすすめるため、入所者が肺

炎など入院が必要になった場合、医療機関に入院さ

せずに介護施設でみとった場合に報酬を加算します。

今回の報酬改定は1.2％としていますが、現行の交

付金での介護労働者への賃金引き上げ分を介護報酬

に組み込み、実質的には0.8％のマイナスになります。

追い込みの運動強化を
地域への宣伝、訪問活動の強化

利用説明会・介護相談や介護保険制度改善署名の

活動の強化が求められます。地域の方に特養・ショー

トステイ・デイサービスについての疑問点や料金に

ついて質問に応える活動が必要です。

さらに会員拡大と寄付金の募集を

完成までの機会を逃さず、会員を増やし、寄付金

募集を旺盛にすすめましょう。完成までに目標を達

成したいと考えています。

２月初旬から内装工事、エレベーター試運転、器具・備品搬入
２月に入りますと足場解体が始まりますので、増

築部分の姿が見えてきます。見る見る姿が整ってき

ますので関係者や職員に緊張感がわいてくると思わ

れます。同時に忙しさも増加してきますので気を引

き締めての対応が必要です。

２月24日（金）、25日（土）の内覧会の日程も決

まりましたので、施設関係者（事務局・職員）は、

その準備にも追われています。


